
建設技術審査証明事業（一般土木工法）
概　要　書

建設技術審査証明協議会会員

財団法人 国土技術研究センター（JICE）

平成14年 5 月

SAVEコンポーザー
（低振動・低騒音の静的締固め工法）



技術（工法）の概要

技術（工法）の特徴

　SAVEコンポーザーは砂質地盤の締固め工法であるサンドコンパクションパイル工法の施工法を改善する

技術です。本工法は、地中に砂・砕石またはリサイクル材（再生砕石、転炉スラグ）による締め固めた杭

を造成することによって地盤を締め固めるもので、ケーシングパイプの貫入システムに強制昇降装置と回

転圧入装置を採用し、杭体造成時の施工サイクルにウェーブ施工（約50cm引き抜き、約30cm圧入）を

採用することによって低振動・低騒音の静的締固めを可能としたものです。なお、砂を材料とする工法に

ついては平成9年6月30日に「民間開発建設技術の技術審査・証明事業による一般土木工法・技術審査証

明要領」に基づき改良効果等が確認されています。本工法の名称として用いるSAVE（セーブ）とは、“Silent, 

Advanced Vibration-Erasing”の略です。

地盤の締固め効果が振動式サンド
コンパクションパイル工法と同等。

1 確実な改良効果

低振動・低騒音の施工が可能であ
り施工時の周辺への影響を軽減。

2 市街地や既設構造物の
近接での施工が可能

材料に砂や砕石に加えリサイクル
材の適用が可能。

3 資源の有効利用

振動式サンドコンパクション
パイル工法との対比

SAVEコンポーザーの
施工サイクル
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SAVEコンポーザー 従来工法
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強制昇降装置

回転駆動装置

ケーシングパイプ

ケーシングパイプを所定位置に据え、一定量の材料を投入する。
ケーシングパイプを回転させながら地中に貫入する。
所定深度まで貫入する。
ケーシングパイプを約50cmの高さまで引き上げながら、適宜材
料を投入する。ケーシングパイプ内の材料を圧縮空気を使用し
ながら、排出する。
ケーシングパイプを約30cm打ち戻し、排出した材料と周囲の地
盤を締め固める。
　～　を細かく繰り返して拡径するウェーブ施工により、杭体を
造成する。
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SAVEコンポーザーは、強制昇降装置を用いた回転圧入
によって締固めを行います。そのため、振動や騒音はほと
んど発生しません。一方、サンドコンパクションパイル工
法は、振動機を用いてその起振力で締固めを行います。



技術審査の結果の概要

技術（工法）の適用範囲

1.改良効果の比較

2.振動・騒音の低減

　従来の振動式SCP工法に比べて振動・騒音を低減し、振動・騒音規制法上施工不可能な領域を施工できることが確認
されました。

　振動式サンドコンパクションパイル工法（振動式SCP工法）との改良効果の比較により、砂・砕石またはリサイクル材
（再生砕石、転炉スラグ）を材料として砂質地盤に適用した場合に同等程度の改良効果が得られることが確認されました。

本技術審査の前提としては、造成される杭径はΦ70cm、改良深度は最大

20m程度とし、対象地盤はN値30程度以下の砂質地盤を対象範囲とします。
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図-1　振動式SCPとの改良効果の比較例（SAVE、SCP：改良率20％）

図-2　振動・騒音の距離減衰
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振動式SCP

SAVE（砂）：前回データ

SAVE（砂）：仙台地区

SAVE（砂）：山形地区

SAVE（砂）：埼玉地区

SAVE（砕石）：八戸地区

SAVE（砕石）：鶴岡地区

SAVE（リサイクル材）：千葉地区

SAVE（リサイクル材）：南浦和地区

SAVE（砂）：古河地区試験施工

SAVE（再生砕石）：古河地区試験施工

SAVE（砂）：古河地区試験施工（立会時）

SAVE（再生砕石）：古河地区試験施工（立会時）
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本概要書は、財団法人国土技術研究センター（JICE）が行った「建設技術審査証明事業（一般土木工法）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。

財団法人国土技術研究センター（JICE）　http://www.jice.or.jp/

建設技術審査証明協議会　http://www.jacic.or.jp/sinsa/

 SAVEコンポーザーは、
 静かに砂地盤を締め固めます。


